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会
8月 2日 (土)午後1時から、母校 。志木高グラウンドで

志木会主催のOB。 家族そろつての大運動会を開催 !

種目は、野球・サッカー・テニス・バスケットボール

の 4種類。

各体育会のOBが中心となつて開催します。

志木高OBな ら誰でも参カロOKl

日ころの運動不足を、青春時代をすこした仲間と

一緒に解消しましょう。

また、お子様向けイベントも用意していますので、

こ家族と一緒に参カロください。

(教職員チームも、とびいり参加もあり?|

夜はビアガーデンにも変身予定??)

なお、参カロには保険料他が千円かかります。

俳句会
「俳句会」は、恙木高。国語科教員の本井美さんのごオ旨等のもと、俳句を作り・読みあいな

がら親炎を深める会です。

本井さん曰く「俳句は人生経験を積んだ十高年の方のほうが面白いと感じてくれます。若い

方の参加も当然嬉 しいですが年配の方のご参加をお待ちして

います」とのことでした。

第一回日は、6月 28日 に恙木高で開催いたしました。校内を

散策 しながら実際に俳句を作り、その後句会を実施いたしま

した。

当日の内容 |よ、のちほどホームページやメーリングリストに

掲載する予定です。

また今後は年に2～ 3口、恙木高校で開催 して

行く予定です。

多くの方のご参加、お待ちしております。
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伝説の志木クラブがここに復活 ! ＼ ぎ あ、それ

チー ′もう先生には怒られません ○        ¬
雀卓を囲みながら、同期

優勝者には超豪華賞品 |

＼ヽ、

先輩・後輩と四方山ばなしに花を咲かせましょう |

(以上、志木会麻雀部創立準備委員会の会合よりお届けしました。参加者連絡乞う |)
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その他
志木会では、上記の他にもいろいろと企画をしています (さ いたまスタジアムでサッカー、東京 ド

ームで野球、先生を囲んで勉強会などなど)。

今後はメールマガジンやホームページに随時掲載していきますので、ぜひとも定期的にチェックし

てください。

なお、これらの企画についての参加申込や質問は、下記連絡先までお願いいたします。

丁e::048¨471-1959
志本会直通 竹内様まで
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2003年度行事予定
4/6(日 )

4/7(月 )

4/ 8(火 )

4/12(■ )

4/23(水 )

4/24(木 )

4/30(水 )

5/ 9(金 )

6/2(月 )

6/ 7(IL)

6/13(釜2)

6/24(火 )

7/18(金 )

7/19(土 )

9/8(月 )

9/20(土 )

10/1(水 )

10/7(火 )

10/8(水 )

10/30(木 )

11/2(土 )～ 3(日 )

11/17(月 )

11/28 (金 )

入学式

ガイダンス

授業開始

新入生歓迎会

開校記念日

健康診断 (三田)

クラスマッチ (5月 2日 まで)

生徒総会

早慶戦 (一年生全員参加 )

普通部中等部連絡会

学校保険連絡会

第一回定期試験 (28日 まで)

志木演説会

保護者会 。授業修了

授業再開

運動会

一年研修旅行 (箱根 3日 まで)

三年見学旅行 (北海道 11日 まで)

一年救命救急講習 (9日 まで)

二年前班研修旅行 (北陸 9日 まで)

二年後班研修旅行 (北陸 10日 まで)

土曜日の授業に振り替え

収穫祭

第二回定期試験 (21日 まで)

生徒総会
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12/5(金 )

12/11(木 )

12/12(金 )

12/13 (■ )

12/18(ラ木)

マラソン大会 (森林公園)

土曜日の授業に振り替え

志木演説会

保護者会

冬季休業

主事あいさつ

志木会の皆様におかれましては、益々ご健勝にて、ご活躍のこととお

慶び申し上げます。本年 4月 より主事に就任致 しました23期 の三義でご

ざいます。志木高を卒業して31年目、慶應義塾大学理工学部よりの異動

から11年 目、私にとって節目の年の就任でございます。

1      日頃より、皆様には志木高への暖かいご支援、ご協力を賜りまして深
く感謝申し上げます。お陰様で、50周年記念事業として再建築された合

英一   宿棟 (未来舎)は 100名 以上の宿泊が可能で、50名 が一度に入浴できる大
風呂や最新機器を備えた トレーニングルーム等、本校の最も誇れる施設

となりました。どうぞ、一度、ご覧下さい。

また、本校では本年度入試 (56期 )よ り自己推薦入試を導入し、多様、多彩な生徒を求めて、寮の

閉鎖以来、減少していた地方からの入学生を広く全国から募集致しました。卒業生たちが、やがて息

子を持つ親となり、地方に赴任することになっても、息子を志木高に入学させたいという望みを断ち

切らないでいてほしいと願っております。「志木高時代が一番、楽しかった。」「息子にも志木高の楽

しい生活を送らせたい。」と、卒業生たちが思ってくれるような教育をすることを理想としておりま

すので…。現実としても総会、懇談会の折等に、志木会の皆様の相互の厚いつながりを感じる度に、

志木高時代の日々が皆様にとって大きな財産となっていることを確信致しており、これからも、この

つながりが絶えることのなき様、本校の善き伝統を大切に守り続けていく所存でおります。

どうぞ、今後とも、母校発展のため、皆様方の変わらぬご支援とご協力を賜りたく、宜しくお願い

申し上げます。また母校改善へのご意見等、ございましたら、事務局を通してご連絡いただければ、

幸いに存じます。

鵞
主事 11義
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第4回慶應志木会総会を振り返つて

総会実行委員長

増山治一郎 (17期 )

平成14年 10月 6日 (日 )第 4回慶應志木会総会が母校志木高キャンパスで開催されました。約 1年

半前に力不足を認識しながらも多田会長、本橋副会長のご指名により実行委員長を仰せつかった私と

しては無事開催することができた喜びと安堵の気持ちで一杯であります。

当日は心配された天候にも恵まれ安西塾長、田中常任理事、服部連合三田会会長、宮島校長をはじ

めとする母校の先生方を来賓として迎え、会員およびご家族の方々総勢800名 の出席を得ることがで

きました。

今回は先生方のご協力を得て初めて母校志木高キャンパスで開催するという、いわば手作りの総会

でありました。ホテルであれば企画を作れば後は一任できるのですが、今回は受付の机一つからゴミ

の処理まで色々なことを検討することが必要があり、自分自身不安を覚えたものであります。しかし

ながら、金子 (20期 )、 飯島 (21期 )、 山崎 (26期 )の 3副実行委員長をはじめとする各実行委員およ

び各期幹事の皆様のご尽力により大変盛り上がった総会ができたことを心より感謝しております。

第一部は総会議事の後、安西塾長にご講演いただくと共に服部連合三田会会長にご挨拶いただきま

した。塾長講演の際には 1期の井上先輩に素晴らしいピアノ演奏で花を添えていただきました。第二

部の食堂、ピロテイーを使用しての懇親会ではいたるところで輪ができ、アルコールの力も相乗され

昔話に大いに盛り上がりました。第二部は体育館にて第一部での進行もお願いしましたテレビ東京
の

植草朋樹アナウンサー (34期 )と ニュースの森でお馴染みのTBSの小川知子アナウンサー (34期中川

氏夫人)の名司会によリライトミュージックの演奏に始まり司会者 トークそしてメーンイベントの福

引抽選会へと進み最後に大学の応援指導部のリーダー (男子 3名 、女子 5名 )の指揮のもと「三色旗

の下に」「若き血」「丘の上J、 「慶應讃歌」を全員で肩を組み、声高らかに歌って幕を開じました。

最後に 5年後の第 5回総会に向けて会員の皆様には、さらなるご協力をお願いすると共に同期の

方々との横の繋がりをより深めていただき、次回は再び1000名 を超える出席者のもとで総会を迎える

ことを心よりお願い申し上げます。
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生物部 部長 井澤智浩

生物部はまもなく創設以来50年 になろうとしている伝統ある部です。前部長の建部先生が長い間、志木高の昆虫少年

や生き物好きたちを指導されてきました。かつて沖縄返還前に西表島の生物調査を行ったということも伝え問いており

ます。ところが90年代になり過剰なコンピューター (フ ァミコン?)ブームのせいか、世間一般に、グーム機にかじり

付くコンピュータオタクは増えても、虫補り網を片手に走り回る子供たちはめっきり見られなくなり、生物部も同様に

部員数の少ない天文部と統廃合され自然観察部となってしまいました。それから6年のち、21世紀の幕開けとともに生

物部は復活しました。画面の中のバーチャルに飽きた子供たちが再び本物を求めるようになったのかもしれません。

復活して 3年 目になりますが少人数ながらも様々な活動を続けております。学校の防火槽の池でひなを育てるカルガ

モの観察。校内の生物調査 (動植物図鑑作成 )。 生物室脇のコンクリー ト製の飼育池に土砂を入れ栽培 し、自然に近いも

のに改良したビオ トープ池の観察。などが活動の中心となっております。昨年はミニ水田での稲作やジャガイモつくり

など農業にもチャレンジしましたし

ますます環境問題も深刻となっている今、将来を担う少年たちが自然と触れ合いその大切さを知ることは重要なこと

です。空から見れば志木高も今ではこの近隣では陸の孤島のような森となっています。この志木高の自然から学んだ少

年達が将来、環境問題を解決してくれるリーダーとなるような、そんな活動をこれから出来たらと考えています。今年

はようやく10年ぶりに部誌「トーラサンベ」が復刊されます。完成しましたらOBの皆様にもお届けしたいと考えており

ます。今後とも生物部のご指導、ご支援をよろしくお願いいたします。

蹴球部部長 竹井 章
昨年、一昨年と蹴球部 (ラ グビー)は、連続して県ベスト8進出を果たしていますが、毎年人学したて

の 1年生の時は、どことゲームをしても勝てないことが普通で、 3年間で何とか追いつき追い越せを目標

に練習しています。例年、練習の辛さから多くの退部者がでるのですが、一昨年は、久々に体格、運動能

力に恵まれた生徒が 3年生まで多く残リチームとしては 7・ 8年ぶりに県大会準々決勝に進出しました。

しかし、幸か不幸かその年の大会 (関東大会予選・国体予選・全国大会予選)すべて準々決勝で埼工大深

谷 (現正智深谷)高校と対戦し大敗しました。その年の埼工大深谷高校は、全国でも優勝候補にあげられ

ているほどの強豪校で体格も大学 トップクラスの大きさのチームで (FIVの平均体重は100キ ロ近く)。 特

に、 トンガからの留学生が非常に強力で高校生一人ではなかなか倒すことが出来ませんでした。そうした
強豪校との対戦が非常にいい経験となり、昨年のチームは 2年生が15人中10人と非常に若いチームにもか

かわらず何とか前11なみの成績を収め、全国大会予選準々決勝 (対 所沢北)では、ノーサイド寸前まで
勝敗のわからない最後のワンプレーで決着がつく好勝負を演じてくれましたが、惜しくもベスト4進出の

夢は実現出来ませんでした。

今年のチームの 3年生は、人部した時から常に県大会でシードされるのが当たり前、また昨年のレギュ

ラーが多数残っていることもあり自信にあふれ新チームが始動しましたが、先日の関東大会県フ選では、

初戦から熊谷工業と対戦し惨敗を期し、全国大会予選のシード権をも失うという残念な結果に終わってし

まいました。この敗戦の悔しさをばねに、秋の全国多大会予選で昨年以上の成績を残すため、全部員が一

九となりに例年より質・量ともに充実した密度の濃い練習にお日々取り組んでいます。これから厳しい夏

合宿を乗り越え心身とも遅しくなった生徒達が戦うのを楽しみにしています。
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